
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちの魅力再発見ツアー 

「長池の歴史をたどり、五里五里の丘(食の祭典)へ行こう！」 

第１回    

 
コース案内 

ＪＲ長池駅→（１分）→長池地蔵堂→（１分）→松屋→（16分）→雨乞い地蔵→（12分） 

→観音堂巽畑のシブガキ→（６分）→旦椋神社→（20分）→森山遺跡→（10分）→城陽五里五里の丘 

スタート 

ＪＲ長池駅 

①森山地蔵堂 

②松屋 

③雨乞い地蔵 

④観音堂巽畑のシブガキ 

⑤旦椋神社 

⑥森山遺跡 

ゴール 
城陽五里五里の丘 

石碑

 
●健康状態に留意してご参加ください。 

●参加中のけがや損害、また、他に与えた損害

については、市は責任を負いません。 

万一事故が生じた場合の費用は、参加者の

負担となります。 

●交通ルールを守り、車両等に充分注意してく

ださい。 

●横に広がったり道路をふさいで歩くと他の歩

行者や通行車両の迷惑となりますので気を

つけましょう。 

●大きな話し声は、住民の方の迷惑になるので

気をつけましょう。 

●自然を守りましょう。植物は採取しないでくだ

さい。 

●喫煙マナーをお守りください。 

●各自が出したゴミは、必ずお持ち帰りくださ

い。 

ご注意 

 
第２回 「久津川古墳群と古代遺跡を巡り、 

山背彩りの市へ行こう！」 
日 時 ：１１月２３日（祝）１０時～正午受付 
スタート：近鉄久津川駅  ゴール：JR城陽駅 

 
第３回 「梅まつりを楽しみ、 

青谷の歴史をたどろう！」 
日 時 ：３月４日（日）（予定）１０時～正午受付 
スタート：JR長池駅    ゴール：JR山城青谷駅 

次回開催のお知らせ 

緊急時の連絡先 

０９０－９７０２－８９９７ 
10月 29日（日）当日 10時～16時のみ有効 

「お茶の京都 食の祭典」 
１０時～１６時開催中！ 

長池で唯一の藁葺屋根 
現在はトタンかかる 

五里五里の丘入口 

横断歩道渡る 

常楽寺 

茶問屋 

大蓮寺 

出格子のある家 

旧長池郵便局 
瓦に「〒」マーク 

イチジク畑 

病院 

パイ・サンドイッチ店 

自治会看板 

平成 29年(2017年)10月 29日(日)    

 

コンビニ 

トイレ 

仮設トイレ 

トイレ トイレ 

トイレ 

車に注意！ 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①森山地蔵堂 

 長池駅前にあり、長池西町森山地蔵講の家々によって祀られ

ています。成立年代など詳しいことは分かっていません。伝来し

ている「虎図
と ら ず

蒔絵
ま き え

絵馬
え ま

」は、江戸時代の寛永９年（1632年）に奉

納されたもので、漆を用いる珍しい技法が用いられ、市指定文

化財に指定されています。城陽市歴史民俗資料館に寄託されて

おり、建物内には絵馬の写真がかけられています。 

②松屋 

奈良街道の宿場町長池にあった旅
は た

籠
ご

（宿屋）で、1,283点もの

資料が遺されており、それらの資料は府登録文化財となってい

ます。資料の中には、京都の町人を中心とする講集団が伊勢参

詣などの際に松屋に渡した看板も含まれ、これらは講指定の宿

の目印として店先に掲げられていました。現在は、和菓子屋さん

になっており、店内で資料を展示しています。 

③雨乞い地蔵 

蓮池の祠の中に水がめがあり、その中で石のお地蔵さんが眠

っています。夏に日照りが続いて、水不足が深刻になり作物に

被害がでるようになると、付近のお百姓達は地蔵さんをひきあげ

て雨乞いの祈祷を行いました。平成６年に行われた雨乞いで

は、お祈りの最中に雨が降り出して田畑を潤しました。平成２９年

度に祠が新しく建て替えられました。 

 

⑤旦
あさ

椋
く ら

神社 
旧観音堂村の産土神で、高倉宮

た か く ら の み や

以仁王
も ち ひ と お う

を祭神とします。平安

時代末期の後白河天皇の皇子で平氏討伐に挙兵した以仁王

が、戦いで傷つき冑
かぶと

をとって休憩したとの言い伝えがあります。

本殿は、華やかな彩色や装飾が施された柿葺
こ け ら ぶ き

の二間社流造
に け ん し ゃ な が れ づ く り

で、

府登録文化財となっています。荒見神社本殿と共通した細部を

もつことから、江戸時代初期の造営と考えられます。 

チェックポイント紹介 

④観音堂巽畑のシブガキ 

 樹高８．５ｍ、幹周２．４ｍの柿の大木です。城陽市名木・古木

に認定されています。「鶴の子」という山城地域特有の品種で、

柿渋を採るのに利用されます。一面に実をつけた姿は、美しい

です。城陽の古い暮らしを現在に伝えている木として、貴重なも

のです。 

 

⑥森山遺跡 
 縄文時代から古墳時代にかけて人々が暮らした集落遺跡で、

国指定史跡に指定されています。縄文時代の竪穴住居跡や配

石遺構、埋石が見つかっています。竪穴住居は、直径約１０ｍの

大型のものと４～５ｍの小型のものがあります。整備を行い、縄

文時代の竪穴住居１棟を骨組みで復元し、すべり台や砂場など

の遊具で遺構の表示をしています。 


